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６．議事要旨 

(1) 新たなＡＩ戦略について 

 事務局から資料 1、2、3 に基づき、新しいＡＩ戦略の概要、本文及び別紙について説明。その後に意見交換

となった。意見交換においては、次のような趣旨の発言があった。最終的に、本日の意見を反映したバージョ

ンを事務局が作成し、改めて構成員に照会することとなった。 

 

・この会議で議論したことの概略・方向性が、最終的にはかなり明確に反映された。 

・別紙として付されている取組の一覧中、「グローバル・ネットワークの強化による National Resilience の強化」

については、現時点では具体的な取組が明記されずに「調整中」となっている。こちらでは、例えば India Stack

のような取組との連携のことなどが期待される。 

・それぞれの取組については、各省とも、今の取組を戦略の方向性に寄せていくかたちで考えられていると思

う。しかし、根底にある戦略目標を念頭に考えていただければ、もっと迫力がある内容にまとまってくるだ

ろう。 

・ＡＩに関する思い込みを捨てるという点、ハーベストループをきちんと回すといった点を、社会実装の中で

どれだけしっかりと根づかせていけるかが一つのポイントである。 

・国内データ基盤のデータ経済圏構築をどこまでどう進めるかの方向性は示した方がいいと思う。 

 

・責任あるＡＩの話をするとき、日本であれば Explainable という話に向かいがちだが、欧米の文脈だと

Explainable と Ethical の話のバランスのような話となる。特に Ethical の中にある Inclusiveness や Fairness は、

日本国内ではあまり意識されていない領域である。このあたりについては、マイクロソフトのサイト

（https://docs.microsoft.com/ja-jp/azure/cloud-adoption-framework/innovate/best-practices/trusted-ai）にてよく整理

されている。日本でも Ethical や Inclusive について検討にいれる必要がないか？ 

・デザインの段階で Responsible を織り込んでいくといったような流れの話もあり得る。 

・Inclusion であれば、一つのトピックとして、日本にいる多くの外国人に関する問題がある。ＮＩＣＴのシス

テムも含めて、マルチリンガルサポート等ができたり、コロナ禍を契機としたライフスタイルの多様化を支

えたりすることができるはずだが、実際にそれを展開するというところまでアクションとして落とし込めて

いない。しっかりと正面から捉える議論をもう一回きちんとやらなければいけないという気はする。 

・Inclusion については、ＡＩによってサポートされる範囲が広がる中で、排除される人たちを減らす観点と、

もう１つ、アルゴリズムの中で不当な扱いを受けてしまう可能性を排除していく Fairness という観点があり、



両者は別もの。そこも含めて少なくとも検討領域に入っているべきであろう。 

・（事務局からの補足説明として）責任あるＡＩの関係では、Ｇ７から派生した、Global Partnership on AI（GPAI）

という会議体がある。これが今年は日本で開催される見込みになっているが、この中では「説明可能なＡＩ」

だけではなく、「責任あるＡＩ」の全般、どちらかというと欧州寄りの Ethical な事項も含めた議論が行われ

る見込み。お手元の案は、各省庁が予算による施策を中心に挙げているが、実際にはこれから相当程度に「責

任あるＡＩ」の議論がなされる見込みである。 

 

・（サイバーセキュリティの観点では、いろいろなアラートの効率の良いキュレーションや、真に大事なアラ

ートを探し、優先順位付けをするトリアージが非常に重要であり、そうしたところのＡＩの利活用も重要で

あるのに、本日の資料からはサイバーセキュリティのためにＡＩを活用する観点が漏れているのではない

か？との問いかけに対して、事務局から）サイバーセキュリティのためのＡＩの活用については、現行戦略

の中に含まれている。現在の案では、後ろの方に分かれて記されているので、より強調するために前半の関

係箇所に含めるかたちで修正案を作成する。 

 

・今回の戦略がまとめられた後、これから企業がどのように立ち回っていくべきか、各会社が動いている中、

これらをどうオーケストレーションしていくかというところが、一つの課題となりそう。現状ばらばらに動

いているところをうまくオーケストレーションできるといいと考えている。 

・３Ｄ都市モデル整備・活用・オープンデータの推進は、津波、地震等それぞれの場合でどういう形で動いて

いくのかというところのオーケストレーションの仕方がかなり肝になりそう。この点で国の方で考えている

部分があるのであれば、そこがうまくつながるといいと思う。今やらなければという危機感を持ってもらう

にはどうしたらいいか、自問自答な部分もあるが、かなり具体的に進めていきたいなという危機感を感じて

いる。 

・３Ｄの都市モデルが構築されないような地域が多く被災する。地方の自治体も結構動いているので、これら

もうまく絡められないか。また、あまり取組が進まないような自治体も多いが、そうしたところをどう救っ

ていくかも課題。 

・（事務局からの補足説明として）デジタル・ツイン関係の取組については、内閣府防災の未来構想チームの

検討等でもその必要性が強く認識されてきており、デジタル・ツインをどうするかというのは非常に大きな

課題。どこの省庁がどう運用していくのか、どうやって集約していくのかという議論が今まさに重要となっ

ている。内閣府では次期のＳＩＰの中でそのデジタル・ツインの構築を一つの領域として挙げており、この

中で関係省庁に加わっていただき、うまく集約をして、実際使えるものを構築し、将来的な運用についても

検討していくことが一番有力な進め方となりそうである。 

・所管の省庁が違ってくるのはあり得る話だが、データのインターオペラビリティや統合運用ができるかがか

なり重要なポイント。デジタル庁のような、ちゃんとしたアーキテクトが入って設計した方がよい。 

 

(2)その他 

【今後の段取りについて】 

・本日の議論による修正（サイバーセキュリティのためのＡＩの利用に関する記述）を含めた案を改めて事務

局から提示するので、ご確認いただくこととする。 

 

以上 


